
 

 

平成３０年度 事業報告 

 

（公益財団法人日本エステティック研究財団） 

 

Ⅰ 事業報告(平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日) 

当財団は設立以来、エステティックの国民生活に与える影響の増大に鑑み、エステティックに関す

る調査研究を行うとともに、エステティックの業務の適正化を図ることにより公衆衛生の向上及び消

費者の利益保護に寄与することを目的として公益目的事業を行っている。平成３０年度の事業報告は、

次のとおりである。 

 

第１  理事会・評議員会に関する事項 

１ 理事会（開催３回） 

第１６回理事会 平成３０年５月２３日(水） １０時～１１時 

          於：東京都港区高輪 3-26-33 ＴＫＰ品川ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ４Ｇ 

          理事総数１６名、出席理事１３名（定足数９名）、出席監事３名 

議題（１）「平成２９年度事業報告及び附属明細書の承認」の件 

        （２）「平成２９年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及び附属

明細書並びに財産目録の承認」の件 

        （３）「基本財産の取崩し」の件 

（４）「平成３０年度定時評議員会の日時、場所、目的である事項」の件 

        （５）平成３０年度第１回職務の執行状況報告 

 

第１７回理事会(臨時会) 平成３０年６月２７日（水）１１時～１１時３０分 

          於：東京都港区高輪 3-26-33 ＴＫＰ品川ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ８Ｅ 

理事総数１６名、出席理事１２名（定足数９名）、監事総数３名 

   議題  「理事長、副理事長、専務理事及び常務理事の選定」の件 

      理事長（代表理事） 関東裕美 

      副理事長（業務執行理事） 中井一士 

      専務理事（業務執行理事） 神田金弦   

常務理事  大森利夫 久米健市 宮本裕司 𠮷井眞人 

         

第１８回理事会 平成３１年３月２７日（水）１０時～１１時 

           於：東京都港区高輪 3-26-33 ＴＫＰ品川ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ４Ｆ 

           理事総数１６名、出席理事１３名（定足数９名）、出席監事３名 

議題（１）「２０１９年度予算書等の承認」の件 

（２）平成３０年度第２回職務の執行状況報告 

  



 

 

 

２ 評議員会（開催１回） 

第７回評議員会 平成３０年６月２７日（水）１０時～１０時４５分 

           於：東京都港区高輪 3-26-33 ＴＫＰ品川ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ８Ｅ 

           評議員総数９名、出席者８名（定足数５名）、出席監事２名  

     議案（１）議長の選出の件 

         阿部重一評議員が議長に選出された 

（２）議事録署名人（１名）の選出の件 

   栁田照穗評議員が議事録署名人に選出された 

（３）「平成２９年度計算書類(貸借対照表及び正味財産増減計算書)及び附属明細

書並びに財産目録の承認」の件 

（４）「基本財産の取崩し」の件 

（５）「役員及び評議員の選任」の件 

        理事１６名(任期／平成 30年 6月 27日から平成 32年定時評議員会終結まで) 

井上忠一 大森利夫 神田金弦 関東裕美 久米健市 佐藤豊人 

 舘田一博 寺園洋行 中井一士 藤村博之 二川哲男 古川福実 

 松岡萬里野 宮本裕司 山形正喜 𠮷井眞人 

          監事３名(任期／平成 30年 6月 27日から平成 32年定時評議員会終結まで) 

           金谷政德 布川耕吉 湊正美 

          評議員１名(任期／平成 30 年 6 月 27 日から平成 34 年定時評議員会終結まで)           

池上良一 

 

 

第２  常務理事連絡会議に関する事項 

１ 平成３０年度第 1 回会議 平成３０年１０月２４日（水） 

於：東京都港区高輪 3-26-33 ＴＫＰ品川ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ５Ｋ 

第１２回エステティック学術会議（平成３０年９月１０日開催）結果及び第１３回学術

会議の準備、本年度事業の進捗状況等に関する意見交換等を行った。   

２ 平成３０年度第２回会議 平成３１年３月６日（水） 

於：東京都港区高輪 3-26-33 ＴＫＰ品川ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ５Ｍ 

2019 年度事業計画・収支予算等及び次回理事会の議案準備に関する意見交換を行った。 

 

 

第３ エステティックに関する調査研究、業務の適正化及び技能向上のための研修等に

関する事業 

１ 調査研究事業に関する事項 

（１）エステティック施術が身体に与える影響についての研究 

エステティックで行われる施術における有効性の検証 

  一般社団法人日本エステティック協会との共同研究としてエステティック施術における



 

 

リラクゼーション効果に関する試験を行った。 

  日時：平成３０年４月６日～７日 

     平成３０年６月９日～１０日 

     平成３０年１１月２２日～２４日 

  場所：CP フューチャー希夢株式会社 

  測定：施術前後→POMS VAS 施術中及び前後→心拍 表面温度等 

  方法：測定→安静(５分)→クレンジング(５分)フェイシャルマッサージ(１５分)→安静 

(５分)→測定 

 

  （２）倫理審査委員会関係 

     平成３０年度厚労科学研究費補助金事業の研究代表者関東裕美より、当財団あて被験者に

関する倫理審査依頼があり、倫理審査委員会委員長大原國章以下５名により倫理書面審査が

行われ承認された（平成３０年１１月３０日）。 

    （倫理審査委員会委員） 

 

 

 

 

 

 

【審査の要点】 

      次の２題について被験者の施術及び調査の前後における心身への影響について倫理審 

     査を行うものであった。 

 ①フェイシャルスキンケアの皮膚に対する影響試験 

 ②美容ライト機器皮膚安全性試験 

    

２ エステティック業務の適正化事業等に関する事項 

（１）エステティック衛生管理登録店制度委員会関係 

本年度は、「エステティックの衛生基準修得のためのｅラーニング」に関する見直し、改 

    善等の懸案事項がなかったことから委員会は開催していない。 

（２）エステティック業標準契約書登録店制度関係 

「特定商取引に関する法律」を遵守した適正な契約をエステティックサロンが自ら率先 

して準備、提案することにより消費者の利益の保護が図れるよう支援した。 

①標準契約書採用登録店数 

区 分 平成 29年度末 
平成 30年度末 

減 計 

登録店数 233 3 230 

 

委員長 大原 國章 前国家公務員共済組合連合会虎の門病院副院長 

委 員 伊藤 正俊 東邦大学医学部皮膚科学講座名誉教授 

委 員 中井 一士 公益財団法人日本エステティック研究財団副理事長 

委 員 松岡萬里野 一般財団法人日本消費者協会理事長 

委 員 森居 秀彰 弁護士(東京弁護士会) 



 

 

②解説エステティック・サービスの契約Ⅰ・Ⅱ及びエステティックサービス契約書等を頒

布した。  

③一般消費者、営業者及び行政等からの契約書の使用方法、約款の解釈、施術内容等の相

談に応じ、助言等を行った。 

  （３）「エステティック・サービス関連法規マニュアル」について情報が古くなってきたため全

面リニューアルを行い、森居秀彰弁護士に監修を依頼し、エステティックに関する様々な法令

の確認事項をまとめた「これだけは知っておきたい！～エステティックのコンプライアンス

～」を発刊した。            

 

３  教育研修事業に関する事項 

（１） エステティック学術会議 

①第１２回学術会議（会頭：大森利夫常務理事）を企画し、実施した。 

開 催 日：平成３０年９月１０日（月） １３時～１７時 

開催場所：ＴＦＴビル（東京ファッションタウンビル）９０６研修室 

  テ ー マ：きれいを手に入れるトータルケア～サービス業の社会貢献について考える～ 

参 加 者：２０５名 

後  援：厚生労働省 

協  力：全国理容生活衛生同業組合連合会、全日本美容業生活衛生同業組合連合会 

    一般社団法人日本エステティック協会、一般社団法人日本エステティック業協会 

 

（２）エステティックの衛生基準に関する研修   

「エステティックの衛生基準の修得のためのｅラーニング」 

      本ｅラーニングは、平成２２年度に運用開始した継続事業であるが、今年度は受講者に

対する受講機会の利便性を考慮し、従前の下半期６カ月運用を拡大し通年実施した。  

開講期間 平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日  

   ＰＲ方法 ＨＰへの掲載、受講申込案内書の配布、業界紙等への掲載 

       受講資格 制約なし 

修了（合格）基準の設定 出題５０問中９０％以上の正答 

   受 講 料 3,000円（再受講料 1,500円） 

本年度の実績 

         

 

 

 

      

       平成２２年度運用開始以降の修了者数 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 累 計 

125 122 236 611 1,612 815 599 705 559 5,384 

                                           

区  分 申込者数 
合格者数 不合格 

者数 

未受講 

者数 初 回 再受講 

平成 30年度 726  513 9 29 175 

平成22～29年度 150 36 1 26 87 



 

 

 

４ 啓発広報事業に関する事項 

（１）森居秀彰弁護士監修の「これだけは知っておきたい！～エステティックのコンプライアン

ス～」を発行し、登録店及び各団体等に謹呈、頒布した。           

（２）登録店を対象に、東京都主催「平成３０年度事業者向けコンプライアンス講習会」の案内

を告知し参加を促した。 

（３）協賛名義の使用許可 ダイエット＆ビューティフェア 2018（平成３０年９月１０~１２

日於東京ビッグサイト）主催：ＵＢＭジャパン株式会社に昨年度に引き続き協賛名義の使用

を許可した。 

（４）「あってはならない健康被害～安全な施術をするために知っておきたい皮膚の知識～」の

頒布 

（５）「エステティックの衛生基準」（第３版）の頒布 

（６）｢エステティックサロンの衛生管理ハンドブック｣の頒布 

  （７）ニュースレターの発行(賛助会員、関係団体及び業界報道関係等へ提供)  

       平成３０年４月 平成３０年度事業計画等の報告 

平成３０年９月 第１２回エステティック学術会議報告 

   

第４  賛助会員に関する事項 

区 分 平成 29年度末 
平成 30年度末 

入  会 退 会 計 会員口数 

賛助会員数 14  1  0 15 100 

 

 

第５ 決算期末日の役員等に関する事項 

１ 評議員：９名（全員非常勤） 

２ 役 員：理事１６名 監事３名(全員非常勤) 

   ３ 職 員：３名(非常勤１名 常勤２名) 

 

第６  行政庁への報告等に関する事項 

１ 平成３０年 ６月２９日 平成２９年度事業報告等の提出 

２ 平成３０年 ８月２１日 変更届出書の提出(理事２名、監事２名、評議員１名の異動) 

３ 平成３０年１０月３１日 平成２９年度事業報告の提出(修正提出) 

４ 平成３０年１２月 ７日 平成２９年度事業報告の提出(修正提出) 

５ 平成３１年 ３月２９日 ２０１９年度事業計画等の提出 

 

 



 

 

Ⅱ 事業報告の附属明細書 

平成３０年度事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項(法人法施行規則第３４条

第３項)」の該当事項なし。 

                                      （以上）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅲ 平成３０年度計算書類(貸借対照表及び正味財産増減計算書)及び附属明細書並

びに財産目録(案) 
 

 

１ 貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 頁 

 

２ 平成３０年度正味財産増減計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 頁 

 

３ 平成３０年度正味財産増減計算書内訳表・・・・・・・・・・・・・・・ 10 頁 

(正味財産増減計算書等の参考) 

 

４ 財務諸表に対する注記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 頁 

 

５ 附属明細書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 頁 

 

６ 財産目録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 頁 

 

 

 

※監査報告書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 頁 


